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3.5 クーロン相互作用とSDW,4毎 CDW
3.2節で見たCDW は2毎 CDW とも呼ばれ､電子間の相互作用は考慮していなかった｡
そこで､電子問の短距離クーロン斥力 Uと長距離クーロン斥力 Vがバ ンド幅 W -4tよ
りも十分大きい場合 (U≫W,V≫W)を考える. このとき､電子は互いに避けあって新
しい格子上に1佃存在して､図9のような人-27T/4kFの密度波4kFCDW が生まれる.
















今まで格子点本来の周期的ポテンシャルを無視 したジェリウム･モデル (jellium model)
で考えてきた｡電荷密度波の並進に対し､この周期ポテンシャルはどのようにきいてくる










































































ただ L uは孤立波の速度である. 位相孤立波(phasesoliton)と呼んでいるこの波の様
子を図14に示す｡この時電子密度は





















































































































































E(k)-蓋 (kS･k…ト 2icos(ckz) (5･2)




























中心 (l2-A/eBcosO)､a-ceBsinO/7日ま .T方向への ドリフト運動の波数に対応する｡
(5･5)式はiに関する一次摂動で次のようなエネルギーを与える｡



































































































































































































































































































































































0 -0 ,義 /T(R9f)
CcMPARISα､1CF REStSIANCES.
〟〕 50

























:/;T≡0..2ヽ ′ ＼､′ ＼ ′










? ? ? ? ????
LO

































? ? ?? ?
?? ? ?? ? ? ?














































? ?? ?? ?
?? ?? ?? ? ? ?
?? ? ? ?




























































? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ?
??【 ?
?

















I-I:i-/′∫ o___｣ t.呈 L.rI
-7r/2b
βA E'^.
EIT.q=
＼＼ ′ /
図38
-490-
｢低次元電子系の物性 一有機導体をめぐる話題-｣
図 39
lnverseMagneticFieJd1/a(vFbeAtunits)
図40
-491-
鹿児島 誠一
図41
図42
-492-
